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３.南根腐病 
病原菌：Phellinus noxius（Corner）G. Cunn 

病原菌和名：シマサルノコシカケ 

基本データ 

１）原産地 

東および東南アジア、オセアニアおよびオース

トラリア、アフリカ、中央アメリカなど、熱帯・

亜熱帯地域に広く分布 

・  

・ ２）沖縄県における発生地域と宿主植物 

（発生地域）沖縄島、宮古島、石垣島、西表島

など主要な島のほか、多くの離島で確認 

（宿主植物）宿主範囲は極めて広く、世界的に

は樹木を中心に200種以上の植物に発生 

 

３）被害木の症状 

本病に罹った樹木は、生育が劣るとともに葉の変

色や落葉、枝枯れなどが起こり、やがて枯死する。

樹体の物理的強度が低下し、台風などの強風によ

り根元から折れたり倒れたりしやすくなる。 

 

４）伝播の方法 

根系接触（土壌伝染）および担子胞子の飛散によ

り伝搬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

日本国内における本病の発生地域と主な宿主植物 

わが国における本病の発生地域は、南西諸島（沖縄県、鹿児島県）と小笠原諸島に限られている（病

原菌の子実体は鹿児島県大隅半島で確認されているが、病気の発生は確認されていない）（佐橋・田中，

2016）。本菌は、明確な宿主特異性を示すことなく（Sahashi et al., 2010）、極めて多犯性で、南西諸島で

は32科53種の樹木に、小笠原諸島では29科41種の植物（草本植物1種を含む）に発生が確認されている

（日本全体では41科81種）（Sahashi et al., 2012, 2015；島田ら，2013）。小笠原においては本菌の宿主の

うち15種が固有種であり、希少植物の保全という視点からも問題視されている（佐橋・田中，2016）。

また、奄美大島は北半球での本病発生の北限である（Sahashi et al.,2007）。なお、人工接種により、クロ

マツ（Pinus thunbergii Parl）、スギ（Cryptomeria japonica（L. f.）D. Don）、ヒノキ（Chamaecyparis obtusa

（Sieb. et Zucc.）Endl.）などわが国の主要造林樹種にも感染することが知られている（Sahashi et al., 

2014）。 

海外における本被害の発生地域と主な宿主植物 

本病は東および東南アジア、オセアニアおよびオーストラリア、アフリカ、中央アメリカなど、熱

帯・亜熱帯地域に広く分布する（Singh et al., 1980;Bolland, 1984;Hodges and Tenorio,1984; Neil, 1986; 

Nandris et al., 1987; Bolland et al., 1984; Larsen and Cobb-Poulle, 1990; CABI⁄EPPO, 1997; Chang and Yang, 

1998; Ann et al., 2002; Brooks, 2002）。本病は多犯性で宿主範囲は極めて広く（Bolland, 1984; Ivory, 

1996）、これまでに樹木を中心に200種以上の植物が宿主として確認されている（Ann et al., 2002）。 

南根腐病の菌糸膜 

南根腐病によって枯死したガジュマル 
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１）特徴（概要） 

本病は熱帯・亜熱帯地域に広く分布する病害である。わが国では、南西諸島（鹿児島県および沖縄県）

と小笠原諸島で、その発生が確認されている（Sahashi et al., 2012; 2015; 島田ら，2013）。本病に罹病した

樹木は生育が劣るとともに葉の変色や落葉（葉量の低下）、枝枯れなどが起こり、やがて枯死する（Sahashi 

et al., 2012; 佐橋・田中，2016，図-1）。しかし、地上部の症状（病徴）は気がつきにくく、症状が顕著

になったときには既に手遅れの場合が多い。本病に罹ると樹体の物理的強度が低下し、台風などの強風

により根元から折れたり倒れたりしやすくなる。街路樹、公園、学校などの緑化樹等の被害も多く、注

意が必要である。 

 

２）発生生態 

①発生環境 

本病の被害は人為の影響の大きい場所（道路や遊歩道の周辺、街路樹、公園、人家や農地の周辺）で

頻繁に認められる（Ann et al., 2002; Sahashi et al., 2012; 佐橋・田中，2016）。景観を損なうとともに、公

園や歩道周辺の街路樹では、本病により大きな木が折れたり、倒れたりする場合があり危険である。ま

た農地周辺の防風林が被害を受けると、本来の防風機能が失われ、農業上大きな損失を引き起こす。海

a b c 

d e 

図-1南根腐病の病徴（地上部） 

a:ガジュマル（Ficus microcarpa L.f.）、b:ヤブニッケイ（Cinnamomum japonicum Siebold ex Nalkai）、c:モクマオ

ウ（Casuarina equisetifolia L.）、d:シャリンバイ（Rhaphiolepis indica （L.） Lindl. ex Ker var. umbellata （Thunb. 

ex Murray） Ohashi）、e:ソウシジュ（Acacia confuse Merr.） 

矢印の方向に病気が進展していることに注意 
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外では、天然林を皆伐したあとに造成されたパラゴムノキ（Hevea brasiliensis（Willd. ex Juss.）Muell. Arg.）

等のプランテーションで、大きな被害を引き起こしているが（Nandris et al., 1987）、わが国では人工林で

の大きな被害は報告されていない。人為の影響の少ない天然林などでも発生するが、多くの場合、単木

的に発生し、そこから病気が広がり多くの樹木が集団で枯死することは希である。この理由については

不明な点が多い。 

 

②伝搬 

感染が一旦成立すると、罹病木の根とその周辺に生育する健全木の根が接触することで、近隣の樹木

に伝搬する（根系接触伝搬）。そのため、本病の被害は数本ないし多数の樹木が集団で枯死し、ギャッ

プ（パッチ）が形成されることが多い。民家の生垣、街路樹や防風林に発生した場合は罹病木と隣接し

た樹木が次々に枯れていく（Sahashi et al., 2012; 佐橋・田中，2016，図 1d）。また、根系接触伝搬のほか

に、担子胞子の飛散による伝搬も起こっている可能性が高い（Akiba et al., 2015）。実際、小笠原では子

実体（きのこ）から担子胞子が放出されていることが確認されている（Sahashi et al., 2015; 佐橋・田中，

2016）。担子胞子は本菌の長距離伝搬に関与している可能性が高い。しかし、野外では子実体が頻繁に

確認されるわけではなく、担子胞子が伝搬にどの程度寄与しているか（その頻度や効率など）について

は不明な点が多い。 

 

３）沖縄県における発生の現状と侵入（新興）・発生の経過 

本病は、1988 年に石垣島の熱帯農業研究センター沖縄支所（現（国）国際農林水産業研究センター熱

帯・島嶼研究拠点）構内のモクマオウ（Casuarina equisetifolia L.）、イヌマキ（Podocarpus macrophyllus 

（Thunb.）D. Don）、テリハボク（Calophyllum inophyllum L.）などの耕地防風林でその発生が初めて確認

された（日本で最初の確認 Abe et al., 1995）。その後、多くの島々で調査が行われ、沖縄島、宮古島、石

垣島、西表島など主要な島のほか、多くの離島で確認され、現在でも猛威を振るっている（小林ら，1991; 

Sahashi et al., 2012）。本菌が侵入病害かどうかは明らかではないが、マイクロサテライトマーカーを使用

した集団遺伝学的解析から、少なくとも近年になって侵入したものではなく、土着あるいはかなり昔に

侵入した可能性が高いことが明らかになっている（Akiba et al., 2015）。近年になって被害が顕著になっ

たように見えるが、その原因については不明な点が多い。 

 

４）診断 

本病に罹病すると生育が劣ったり、葉量が低下したりするなどの症状が現れるが、これらは生理障害

や他の土壌病害による症状と類似するため、地上部の症状だけでは、診断は難しい。罹病した樹木では

地際部や根系に特徴的な症状が見られる（Ann et al., 2002; Sahashi et al., 2012）ため、これらの症状を観

察することが診断のポイントとなる。通常、茶褐色から黒色の菌糸膜が地際部に観察される（図-2）。

この菌糸膜は場合によっては地上 1～2m の高さにまで進展する。地下部の根も同様に土壌や砂礫を巻き

込んだ黒色菌糸膜で被われる（図-3）。また、罹病木の根や樹幹地際部の材は腐朽（白色腐朽）し、これ

が進展すると、茶褐色の菌体が腐朽材の中にライン状に入り込み、蜂の巣状の様相を呈する（図-4）。こ

れらの病徴（あるいは標徴）は特徴的で、衰退あるいは枯死した樹木にこれらの症状が確認できれば、

南根腐病であると考えて良い。合わせて、罹病木の組織から病原菌の分離を行い、南根腐病菌が分離で

きれば、より正確に診断が行える（図-5）。また、DNA の一部の領域の塩基配列を読むことで、分離し

た菌が南根腐病菌かどうかを正確に同定出来る。 
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図-2 南根腐病に罹病した樹木の地際部に認められた菌糸膜 

図-3 土や砂礫を巻き込んだ菌糸膜（矢印） 
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５）防除 

現場で適応可能な本病の防除方法は確立されていない。基本的

に感染・発病した樹木を治療することは困難である。そのため防

除は本病が発生した場所の伝染源を除去することが主な方法と

なる。しかし、本病原菌は罹病木の伐根や根の残渣等で宿主樹木

が枯死した後 10 年以上生き残ることが知られている。このため、

防除は非常に困難である。 

罹病木や伐根を周りの土ごと掘り起こし、根の断片等を除去し

たあと、土壌を消毒したり新しい非汚染土壌を埋め戻すとともに、

罹病木と健全木の境に溝を掘ったり、鉄板などを差し込んで、根

の接触を遮断する方法は効果的であると考えられる（河邉・小林，

2002; Sahashi, 2012）。実際、これに近い方法が沖縄県森林資源研

究センター内の被害を受けたモクマオウの防風林で実施され、効果があることが確認されている（伊藤

ら，2015）。 

被害の拡大が懸念される場所では、応急的な処置として、罹病木と健全木の境に溝を掘るなど、根の

接触による感染を防ぐのが望ましい。また前述したように、本病に罹病すると、台風などの強風により

根元から折れたり倒れたりしやすくなる。そのため、公園等の緑化樹や街路樹などで発生した場合は倒

木の危険性がある。このような場所では、安全性を確保するため、南根腐病と診断された時点で、可能

であれば伐倒することが望ましい。 

図-4茶褐色の菌体がライン状に入り込み蜂の巣状を呈した腐朽材 

図-5南根腐病の培養菌叢 
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殺菌剤を含む化学薬品の適用も試みられている。例えば尿素を汚染土壌へ添加すると、高濃度の揮発

性アンモニアが発生し、本病菌が死滅することが実験上示されている（Chang and Chang, 1999）。実際の

現場でその有効性について検討する必要がある。殺菌剤（土壌燻蒸剤等）の使用は最も有効であると考

えられ、台湾では、ある薬剤が本病に防除効果があることが報告されている（Fu et al., 2012）。わが国で

も、土壌中の伝染源となり得る木質残渣などを対象に、3 種の薬剤の防除効果が検討され、一定の効果

があることが確認されている（佐橋ら，2015）。しかしながらこれらの薬剤は南根腐病に対して農薬登

録が取れておらず、現在のところ使用することができない。 
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